










































































































































































































































































































































































































































































































































































































雑種がP.hybridaとP.parodii (Power et al.
1976)､ P. parodiiとP. parviflora (Power et al.
1980)の間ですでに作出されていたが､最近になっ
てルドベッキア属の種間(Rudbeckia hirta+氏. la






























場所:遺伝生態研究センター､大会議室(仙台市青葉区片平二丁目1 - 1 )
9 :15-9 :25　はじめに:細胞の環境適応と膜脂質　　　　　　　　大木　和夫(東北大理学部)
午前の部　午前9時25分から
9 : 25-10 : 05　土壌低栄養細菌の環境応答と膜構造､脂肪酸組成をめぐって
服部　　勉(遺伝生態研究センター)
10 : 05-10 : 55　大腸菌膜リン脂質の生合成制御及び生物学的機能
渋谷　　勲(埼玉大理学部)
10 : 55-ll : 45　遺伝子操作による膜脂質の不飽和結合の調節と温度耐性能の改変
村田　紀夫(基礎生物学研究所)
午後の部　午後1時から
13 :00-13 : 50　動物培養細胞におけるリン脂質代謝とその遺伝的修飾














場所:遺伝生態研究センター､大会議室(仙台市青葉区片平二丁目1 - 1 )
11月4日
13:30-13:40　はじめに:遺伝生態という視点　　　　　　　　　服部　　勉(遺伝生態研究センター)
13 : 40-14 : 30　生物圏の変遷と微生物の進化一窒素固定微生物を中心に
小柳津広志(東大農学部)
14 : 30-15 : 20　非共生的･共生的窒素固定菌の多様性とその多様な可能性
渡連　　巌(三重大生物資源学部)
15:20-15:30　休　　憩
15 : 30-16 : 20　窒素固定関連遺伝子とニトロゲナーゼの活性発現とその調節
魚住　武司(東大農学部)
16 : 20-17 : 10　遺伝子的背景からみた共生的窒素固定菌　　　　　南洋　　究(茨城大農学部)
11月5日
9 : 10-10 : 00　熱帯と温帯のダイズ根粒菌根粒形成遺伝子の特性比較
横山　　正(農業生物資源研究所)




























･ IGE ､ Institute of Genetic Ecologyの略称
です｡
Ilo-
■Ji
